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１．目  的 

イサザは資源の年変動が非常に大きい魚で

あることが知られている。これまでその変動

要因は漁獲量に基づいたアユ等との競争関係

や底層の環境の影響について検討されている

ほか、GLM 解析から秋の当歳魚資源指数は親

魚量および春の水温、アユ資源指数により変

動することが示唆されている 1)。しかし、イ

サザ資源の加入過程に着目した要因分析の事

例はこれまであまり行われていない。そこで、

イサザのステージ間における加入への影響評

価について検討した。 

２．方  法 

イサザ親魚（エリ漁獲量）～当歳魚加入量

（ヒウオ曳調査でのイサザ当歳魚混獲数）を

通して、どのステージが資源変動に影響を及

ぼしているか評価するために、平成 7 年～26

年のうち、データのある年の親魚量、産卵数

（海津大崎での産卵調査におけるピーク産卵

数）、稚魚数（7 月に沖曳網調査で採捕され

る稚魚数）、加入量を資源指標値とした。各

年における指標値間の対数値の差をステージ

間の生残指数として、同様に求めた親魚量～

加入量の生残指数との相関を求めた。 

３．結  果 

 イサザの資源加入に及ぼすステージ間の影

響評価は産卵～稚魚との間（P<0.01）、親魚～

産卵との間（P<0.05）に有意な相関が認めら

れ、産卵～稚魚までの間、つまり仔魚期に主

たる変動要因があることが示唆された(表 1)。 

また、親魚から産卵の間にも影響が認められ

ることから、産卵場の減少といった要因も推

察される。既往知見では春の水温とアユ資源

指数が負の相関を示すことが明らかにされて

おり１）、イサザの資源変動は産卵量および仔

魚期にアユとの相互関係や水温条件により引

き起こされていると推定された。 

 

表 1「親魚～加入」全体の生残指数と各「ス

テージ間」生残指数の相関関係． 

トータル ステージ間 データ数

親魚
： 親魚～産卵 8 0.833 P<0.05

～ ： 産卵～稚魚 7 0.964 P<0.01

加入
： 稚魚～加入 8 -0.524 n.s.

Spearman's順位相関係数rs
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